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　　805，7｛｝5
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［
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年
々

利
川
者

ふ
え
る

簡

素

で

意

義

深
い

公

民

館

結

婚

式

町
公
民
館
て
結
婚
式
力
簡
素
化
を
目
ざ

し
て
始
め
た
「
公
1
6
館
結
婚
式
」
は
，

最
近
一
般
の
押
解
が
た
か
ま
の
利
用
者

が
多
く
な
つ
て
き
ま
し
た
。

始
ま
つ
た
二
九
年
に
四
組
、
三
〇
年
は

わ
Z
’
e
’
か
一
組
で
し
た
が
、
三
一
年
は
く

｝組
、
　
二
一
勾
に
入
つ
て
か
ら
は
1
1
月
ま

で
に
す
で
に
七
組
の
挙
式
が
あ
り
、
四

月
に
も
二
組
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
9
。

｝
年
に
人
町
で
は
約
1
o
o
組
の
結
婚

が
あ
り
、
現
刀
で
は
ま
だ
。
割
の
利
用

者
も
な
い
わ
け
で
す
。こ
の
外
公
民
館
の
式

服
た
の
を
借
り
る
利

用
者
も
あ
り
、
こ
れ

ら

な
含
め
て
こ
と
し

は
二
〇
組
以
上
の
利

用
者
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
挙
式

の
費
用
は
参
列
者
三

o
人
と
し
て
一
万
円

か
ら
　
万
三
十
円
で

一胡
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら

式
を
あ
げ
ら

れ
る
方
は
ぜ
ひ

「公

民
館
結
始
式
」
を
御

利
用
ド
さ
い
。
御
希

望
の
力
は
町
公
民
館

に
御
相
談
下
さ
い
e

隣
り
近
所
協
力
し
合
っ
て
！

＝
春
の
防
犯
蓮
動

窓
は
　
年
の
う
ち
で
青
少
午
の
不
良
化
す
る
率
の
一
番
品
い
時
期
一
す
．

ま
た
、
花
見
や
お
祭
り
な
と
入
々
の
心
の
ゆ
る
み
に
つ
け
込
ん
で
荘
み
や

酒
に
解
つ
て
の
暴
行
、
鯖
再
な
ど
の
名
い
の
も
毎
年
の
例
で
あ
り
ま
す
。

警
牢
で
は
、
こ
れ
に
そ
な
刀
て
首
少
弓
の
不
皿
化
防
止
な
ど
を
中
心
一
－
汁

の
防
犯
還
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
た
が
い
に
次
の
’
し
と
を
よ
！
い
督

し

て
事
故
の
な
い
よ
う
御
協
力
下
さ
　
。

※
昨
年
中
に
県
ト
で
二
、
四
八
ハ
人
、

　
全
犯
罪
の
二
八
％
に
当
る
少
年
犯
罪

　
が
あ
り
ま
し
た
e

　
　
こ
れ
ω
全
国
Ψ
均
の
二
」
％
よ
り

　
は
る
か
に
高
い
諸
で
あ
り
・
」
。

　
当
人
根
占
躬
で
も
現
在
［
〈
人
も
U

　
補
か
少
年
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
少
年
犯
坦
は
、
家
し

　
の
放
任
、
榊
弓
の
わ
、
た
ば
こ
を
吸

　
う
こ
と
な
ど
に
よ
匂
小
使
い
鍍
の
不

　
足
、
夜
遊
び
な
x
に
よ
る
ー
、
い
友
た

　
ち
の
願
化
が
お
も
な
原
出
、
、
ー
だ

　
い
に
不
艮
化
し
、
つ
い
に
U
J
を
お

　
か
す
よ
う
に
な
り
ま
虜
。

　
　
炉
い
の
勇
は
小
さ
い
う
ち
に
と
り
の

　
ぞ
v
よ
う
心
が
け
る
ぺ
き
て
、
青
少

　
年
の
ま
わ
り
か
ら
、
不
月
化
す
る
も
と

旧
任
仮

人
根
占
小

〃〃〃神
川
　
r

〃宿
利
似
小

池
田
小

〃〃〃大
根
占
中

〃ノノ

氏
　
　
名

市
来

澄
却

福
園

道
郎

艮
浜
修
一

吉
永

政
弘

尉
場

正
己

後
藤
　
豊

熊
之
細
敏
美

新
任
校

高
山
小

鹿
屋
寿
刀

　
　
　
　
　
川
内
條
川
小

　
　
　
　
　

神
川
中

　
　
　
　
　
　
鹿
屋
寿
小

　
　
　
　
　
　
五
［
Ψ
小

　
　
　
　
　
　
高
須
小

日
高
止
（
校
長
）
水
上
小

福
寿

慶
蔵
　
上
小
原
小

ド
園
宏
一
　
鹿
屋
柏
木
小

不
川
だ
づ
子
　
吾
Ψ
小

高
橋
い
二

　
　
　
　
桜
町
小
校
長
へ

宮

卜
博
佐
多
申
教
頭

s
々
K
勉
久
志
申

〃〃〃〃神
川
中

〃宿
利
原
申

　
　
（
　
ピ
゜

池
川
中

黒
瀬
君
香
大
根
占
小

僚
野

典
子

吉
松
中

田
中

幽
鮒

細
川
田
中

川
之
口
京
子
麗
犀
内
原
小

川
辺
義
弘
　
田
代
中
検
長

木
下
　
章
入
根
占
小

福
岡
　
　
沙
　
内
之
浦
中

！ノ　〃　1ifT　！ノ　　〃　　／／　〃

　　　川
　　　小

”
■
v
●
i
■
　
～
．
’
・
．
ハ
●
・
．
・
～
．
…
く
．
．
■
令
～
‘
“
i
－
－
－
”
i
・
v
’
・
．

小
・
中
校
敦
職
員
の
人
事
異
動

　
～
：　・
〉
　
・
⑳
　
ノ
　
■
　
●
ζ
．
．
・
・
～

坂
F
ミ
ソ
　
　
神
野
中

輔
　
入

警大根
占
小

〃〃〃

康劉禿議氏
　　川
則国　　　　名却彦実革
閤葦蚕糟児
中小小田校
　　　ノ1

富莞巌李讃欝翼

く悟壁。・’・r誉聾

．

　
．
A
　
“
　
I
N
　
．
　
i
V
・
．
．
・
V
．
●
．

宿
利
原
小
川
枝
武
満

池
田
小
校
長
鯛
坂
秀
灘

〃

教
頭

満
尾

醇
二

〃
　
　
　
前
山
洋
人

〃
　
　
　
楠
田
利
幸

大
根
占
中
教
頭

　
　
　
　
　
坂
元
貞
夫

〃
　
　
　
池
之
上
造

新
卒
大
拍
小

大
根
占
中

神
川
中

吾
平
小

パ
田
小

ー
川
小

’

h　

sA5
鶴
羽
り

高
川
中

垂
水
担

新
卒
新
汗

伊
集
院
中

滑
川
小

〃

　
　
新
垣
　
配
新
卒

〃
　
　
　

森
川
　
秀
通
　
久
志
中

〃
　
　
　

田
中
　
正
光
　
管
原
小

〃
　
　
　
　
山
元
　
威
．
ー
　
大
口
高

神
川
中
校
長
　
折
尾
※
蔵
　
東
串
艮
中

〃
　
　
　
吉
永

政
弘

大
根
占
小

宿
利
原
中
教
頭
　
百
枝
市
孝
　
岸
艮
小

〃
　
　
　
　
堂
前
　
治
義
　
西
長
島
中

池
田
中
　
　
梶
似
　
寿
戸
　
竜
神
山
中

退

職

旧
任
校

大
根
占
小

〃〃神
川
小

大
根
占
中

ぽ
利
原
申

氏
　
　
名

　
　
　
百
技

　
　
　
本
畷

　
　

長
内

　
　
　
鎌
田

　
　
　
長
崎

　
　
　
久
氷

　M　葵⑰z羨垣仔了，
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＝
三
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三
三
＝
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＝
一
三
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］
1
1
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三
一
三
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U
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U
l
l
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一
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i
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三
≡
三
三
一
三
｝
三
三
三
三
＝
三
l
l
l
l
一

　
※
こ
の
時
期
の
酒
を
の
ん
で
の
暴
行

傷
害
は
，
こ
の
地
力
の
特
殊
性
と
も
い

ヌ
ま
す
が
、
お
た
が
い
に
自
分
の
口
垣

酒
く
せ
を
自
戎
し
、
・
’
わ
り
の
人
の
詔

次
に
よ

つ
て
婦
人
の
カ
．
・
の
作
文
を
募
穿
し
ま
す
o
た
く
さ
ん

の
作
品
が
穿
る
よ
う
御
協
力
下
さ
い
。

内
蓉
は
ち
よ
つ
と
し
た
焦
改
善
の
た
め
の
思
い
っ
き
O
f
体
験

キ
婦
の
立
場
か
ら

み
た
町
政
へ
の
希
望
、
子
供
の
教
育
に
関
ソ

る
こ
と
r
そ
の
他
何
に
て
も
結
構
で
す
。

　
　
　

H
雁
募
規
定
ー

1
応
寡
者
　
人
町
に
引
所
の
あ
る
満
十
八
オ
以
上
の
女
性
な
ら

　
ど

な
た
で
も
爪
募
て
き
ま
す
。

2
字
数
　
一
、
五
〇
〇
字
以
内
。
用
祇
に
制
限
な
し
。

3
し
め
切
　
吉
月
＋
日

4菅
顛
の
逡
り
先

　
役
場
の

「4
活
つ
づ
り
方
」
係
。
ま
た
は
町
公
民
館
あ
て
。

5
そ
の
他
入
ザ
竹
品
は
町
報
六
月
号
に
発
表
し
、
入
選
者
に

　
は
、
拭
金
と
記
念
品
、
応
薯
に
は
、
も
れ
な
く
記
念
晶
を

党
上
げ
ま
p
。

三

一
年

度
の

競
作
会
納
税
表
彰
式

昭
和
三
十
一
年
度
の
勝
業
関
係
ほ
う
賞

授
与
式
と
納
税
表
彫
式
は
、
三
月
二
十

九
日
大
根
占
小
学
校
で
行
わ
れ
た
。
お

も
な
入
貧
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

※
水
穏
増
収
競
作
会

　一

等
　
川
元
礁
昇
（
四
石
五
斗
六
升
）

二
等
融
諭
松
元
鴻
二

　
’
水
綱
苗
代
品
評
会

喜II等

力
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
三
い
も
の
で
す
。

一’
．

　
g
t
J
ろ
、
学
校
や
官
公
署
を
f
l
’
T

罫
犯
ピ
日
、
つ
て
い
ま
す
。
夜
の
軒
戎
．

婦人の「生活つづり方」募集

貴
車
品
や
現
金
の
W
管
に
は
さ
ら
に
在

菅
し
て
ド
さ
い
。

　
　
　
　
大
根
占
普
察
署

町
公
民
館
を
去
る
に
当
り

　
力
二
つ
で
も
な
く
す
る
よ
う
に
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
し
て
や
り
ま
し
よ
う
。

※
近
ご
ろ
ま
た
盗
難
か
た
く
さ
ん
発
生
　
私
が
常
に
こ
う
凌
り
た
い
も
の
だ
と

　し
．
L
い
ま
す
。
こ
れ
は
隣
り
近
所
、
　
捉
唱
し
て
い
た
機
目
改
革
が
条
例
化
－

　部
落
な
ど
て
組
琉
力
を
利
用
し
、
協
　
い
よ
い
よ
本
館
が
将
マ
発
展
へ
の
強
い

　
同
し
て
踏
戒
防
止
す
る
こ
・
テ
累
ま
第
〉
歩
を
ふ
み
出
す
ご
．
に
な
り
ま
し

　
し
い
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
私
は
喜
ん
で
現
ぼ
ろ
一
辞
め
さ
し

　
　
和
害
着
受
け
た
り
、
押
庇
り
r
n
？
て
い
ん
た
き
ま
し
た
。

　
　
ー
い
も
の
が
∬
r
こ
ノ
三
b
、
少
し
　
か
ん
り
み
ま
す
と
私
け
畝
坑
を
随
に
．

　
て
も
早
く
現
鋤
t
s
・
V
S
・
　
．
，
に
し
て
1
1
－
　
L
d
r
の
内
外
地
冑
少
q
吾
ぱ
、
引

　
匂
寧
F
届
り
ま
し
三
，
。
　
　
　
　
〉
こ
つ
／
／
）
、
t
本
町
社
会
数
育
に
則
任
以

　
　
n
甘
発
牛
、
押
売
り
な
ご
で
、
緊
来
ナ
、
－
t
こ
こ
に
畏
い
間
の
お
動
め
生

　
急

　
傷
式
・
に
川
話
」
引
る
娼
合
は
、
　
循
安
終
乙
感
慨
、
、
無
川
百
あ
り
ま
す
。

い
舗
↑
竃
市
外
か
ら
鷲
鴎
ぽ
顯
噸
鹸
鍔

　
　
亡
斑
訂
で
優
先
的
に
つ
い
で
く
れ
六
ま
に
大
変
な
行
め
、
、
η
く
を
か
り
ま

　
”
J
す
，

仲

助

い
た
だ
き
十
分
な
肋
き
こ
そ
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
う
大
し
た
過
ち
も
な

く
愉
快
に
仇
か
し
て
い
た
た
き
ま
し
た

ご
と

を
心
か
ら

感
謝
い
た
し

ま
す
。
町

爪、

日
位
は
私
共
町
民
お
た
が
い
の
も
の

で
、
明
る
い
豊
か
な
郷
ナ
建
設
を
め
ざ

し
て
の
施
餓
て
あ
り
汗
す
か
ら
今
後
イ

魚
を
中
心
に
一
仏
と
な
つ
て
台
叩
的
な

朋
る
い
運
鋭
が
で
，
る
よ
つ
協
カ
ー
，
法

し
、
希
望
に
輝
く
ぢ
〃
よ
い
大
根
占
川

を
つ
く
り
上
げ
’
こ
と
じ
努
力
し
た
い

も
ノ
だ
と
思
い
t
r
．
　
！
．
e
今
、
職
を
人
る

に
当

り
ろ
任
中
の
御
厚
憎
に
対
し
謝
菅

を
友
し
み
な
さ
ま
の
御
句
幸
を
お
祈
り

し
た
が
、
心
ー
∴
フ
㌧
伜
’
遠
御
髭
助
を
一
し
て
御
挨
拶
レ
‘
い
た
し
、
」
ポ
。

脇
田
耕
一

申
松
庄
次
帥

山
元
稔
昇

G
内
吉
次

押
領
司
武
熊

福
元
栄
熊

永
田
泊
彦

永
∴
友
二

木
原
哲
雄

野
閲
盛
助

牧
原
新
蔵

※
た
い
肥
共
進
会

一
等

川
河
仙
次
郎

　

（
反
当
四
u
八
〆
）

二

等
　
ボ
内
助
太
郎

　
　
　
米
満
善
次
郎

　
　
　
新
盛

力
雄

　
　
　
安
水

賦
熊

　
　
　
福
固

次
郎

※
防
災
茶
園
品
評
会

一
等

今
釜

道
世

二31

永
野
麗
一

　
　
　
仮
屋
政
ユ

　
　
　
烏
越
葉
助

な

お
、
県
の
停
艮
5
活

表
形
に
努
力
賞
を
杉
・
°

た
桜
似
、
厚
ケ
笥
烏
、
落

水
稲
早
期
孜
苗
羅
会
に
入
賞
し
た
岩

下
次
刃
、
赤
石
己
宙
、
徳
永
諭
。
口
下

葉
た
ば
こ
二
導
．
二
完
賞
し
た
頃
弦
ト

モ
、
福
険
恒
労
、
｛
｛
迫
籔
好
、
　
岩
基

之
助
の
各
氏
に
叩
の
三
廿
土
連
ご
言

の
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
．

※
納
税
表
彰

◎
部
落
表
彰

　
北
米
移
民
の

　
紳
田
さ
ん
か
ら
手
紙

北
米
移
民
で
渡
米
申
の
神
田
重
明
さ
ん

か
ら

た
よ
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
紹

介
し
ま
す
e

「私
も
大
元
気
に
て
毎
日
の
仕
事
に
精

江
）

て
、
、
ま
す
。
米
国
も
今
ア
ー
ム
ン

（
写
頁
．
、
ブ
フ
ム
サ
ん
定
中
の
神
田
さ

ん
）

　
　
v
“

9
日曇

二
㎏。
％

圭
宇
剛
岩
萎

九
o
％
以
上

弓
場
下
、
鳥
井
I
K
I
I
i
区

　
桜
原
、
松
坂
、
壱
胸
、
大
久
保

八
五
％
以
上
　
神
之
浜
一
区
、
京
町
、

　
宿
利
原

　
cs

個
人
感
謝
状

中
浜
鶴
吉
、
馬
場
貞
吉
、
宮
下
勇
、
永

袴
金
蔵
、
笹
㎏
利
光
、
⊥
ユ
器
尾
勇
戚
、

壱
詩
＋
次
、
製
脳
業
者
納
税
貯
蓄
組
合

　
◎
特
別
賞

星
罰
W
綜
好
蓄
組
合
会
計
　
松
元
　
一

ド
、
プ
ラ
ム
、
s
　
1
ー
チ
の
花
が
咲
き
カ

リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
も
花
で
埋
上
ろ
て
い
る

み
た
い
て
す
。
私
違
も
六
ケ
月
閲
フ
ラ

ム
の
せ
ん
定
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
は

イ
チ
ゴ
の
セ
ン
定
を
し
て
い
ま
す
。
三

月
二
十
日
で
六
ケ
月
の
期
頂
が
切
れ
、

別
の
キ
ヤ
ン

プ
に
移
る
こ
と
、
思
つ
て

い
鞭
す
。
自
慢
で
は
あ
り
ま
サ
ん
が
、

距
児
島
県
人
の
人
気
と
い
う
も
の
は
、

ア
メ
リ
ヵ
申
に
び
び
い
て
い
て
、
ど
こ

へ
行
つ
て
も
鼻
高
々
で

す
。
何
よ
り
も
信
用
が

第
一
で
す
。
町
民
の
み

た
さ

ん
に
も
よ
ろ
し
く

お
伝
え
下
さ
い
。
」

LJ－｝

怜

・

害曹
ご

－

v
●
N
－
～
i
N
■
N
■
r
v
‘
●
f
i
・
e
N
－
N
l
t
－
－
－
－
◆
V
．
V
－
～
－
．
－
h
－
－
◆
～
■
t
V
－
－
－
◆
．
N
“
～
－
q
V
◆
N
“
N
◆
“
“
e
v
V
“
t
V
●
～
●
～
0
～
◆
N
■
v
V
S
～
■
t

早
期
栽
端
の
管
理

一水
稻
苗
代

町
報
が
み
な
さ
ん
の

　一丁
に
と
z
a
J
v
こ
ろ
は
、
も
う
保
温
紙
は

　　

し
し
れ
て
ロ
ル
キ
ガ
が
ニ
し
ニ
な
お
て
い

酋
辰
取
引
鍼
誠
離

の
　
　
　
　
　
自
以
　
’
ま
て
画
水
し
・
一
す

　
　
　
　
　
ぴ
パ
が
て
ぽ
ぬ
ト
ギ
ゲ

胡
麟
翻
雛
察

　
　
　
　
　
　
　
：
め
る
よ
う
に
し
・

す
。
し
か
し
寒
い
円
帽
深
水
に
し
て
冷

え
る

の
を

保
謹
し
て
ト
ざ
V
。

2
、
気
品
が
高
く
な
り
V
が
三
～
四
枚

に
な
つ
て
　
ま
コ
と
モ
ナ
わ
り
の
ぢ
ぬ

「が
集
よ

つ
て
き
・
手
．
讐
や
つ
か
い

て
下
さ
い
。
そ
’
、
ら
は
忙
通
竹
’
‘

じ
よ
う
に
田
紅
竺
ピ
に
落
水
し
て

を
や
り
中
ξ
二
か
ら
植
代
か
’
・

し
v
．
＿
e

2
t
肥
料
－
、
4
　
み
多
く
し
て
、

te〈　
v
少
口
　
獅
も
早
日
に
、
、
i
－

ば
な
り
礼
』
　
〆
。

（町
報
早
筍
一
箔
特
集
号
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
　
リ
ヰ
　
モ
　
に
な
つ
セ
と
モ

な
ロ
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
ヒ
は
　
ロ
ピ
て

ユ葬
な
s
v
a
で
な
＼
お
そ
三
示
適
期
で
ず
o
そ
：
は
…
撒

い

v
x
ユ
ク
恒
の
原
因
に
ユ
三
、
ビ
・
ら
古
月
F
日
巴
ろ
ま
で
で
、
一
　
止
間

p
e
こ
れ
が
少
し
で
も
み
r
；
一
こ
句
底
に
全
都
終
る
よ
う
準
笛
，
て
下
一
い
。

17

r
劇
除
せ
ね
ば
な
り
ま
＃
t
　
L
l
パ
ラ
苗
取
り
は
、
根
本
を
＋
1
　
J
そ
．
っ
ス
て
1

チ
ォ

ン
剤
が
最
も
効
果
が
あ
‘
チ
す
が
を
洗
い
e
e
t
と
し
、
熔
．
ら
3
い
よ
う
に

智
障
は
D
D
T
乳
剤
．
「
「
、
～
い
り
○
す
る
こ
と
が
大
切
l
す
“
　
s
，
K
方
は
一

仕
て
も

防
除
で
き
ま

す
与
二
言
代
で
は
・
株
四
｜
h
生
’
は
！
禄
え
、
分
け
つ
す

懸
酬
柵
欝
蕊
へ
議

き
’
む
ぎ
等
が
s
，
．
．
　
L
」
い
た
ら
刈
正
　
・
ぷ
題
が
上
つ
て
v
る
と
サ
ビ
商
、

　
；
て
す
ぐ
耕
‘
し
・
丸
代
か
き
を
　
　
　
ド
／
コ
病
、
赤
カ
ヒ
‥
個
が
発
牛
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
h
t
）
「
石
灰
硫
黄
合
剤
」
の
力
O
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
液
迭
散
布
し
て
下
さ
い
．

　　　　　　　　　　　　　　な
た
ね

霞芦
ピ
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
で
「
テ
ツ
プ
剤
」
で
印
ぼ
し
’
」
干
さ
い

早
期
陸
稻
の
間
作
と
後
作

陸
稲
の
早
期
栽
眉
は

む
ぎ
の
聞
作
と

妬
地
萩
靖
の
二
つ
の
方
法
で
、
む
ぎ
の

聞
作
は
ご
．
尺
の
哨
巾
に
な
つ
て
い
ま
す

か
ら
、
麦
を
刈
つ
た
後
に
四
月
ま
き
の

「カ
ン
ラ

ン
」
を
植
え
ま
し
ょ
う
。
品

翻
は
川
崎
、
葉
深
カ
ン
ラ
ン
が
あ
り
て

す
。
早
目
F
庭
先
に
で
も
ま
、
て
お
き

ま
し
よ
う
。

飼
料
作
物
〔刈

遺
纒

で
四
升
・
v
、
人
ま
ー
。
べ
、
割
菌
を
つ
け
て

珂
月
中
に

3
ぐ
そ
L
よ
う
。

〔根
り
ゅ
I
：
，
冴
，
は
一
反
歩
分
二
十
円
で

　
計
．
弄
望
考
は
改
良
普
及
員
に
申
込

　

／
－
1
さ
い
）

鷹
　
は
む
ぎ
の
8
6
竹
に
、
水
田
に
ま
、
頃

て
も
よ
い
。
㎎
巾
を
ご
尺
に
し
て
・
ビ
ま

き

に

す
る
。
反
当
り
た
い
k
l
1
C
C
〆

硫
安
二
〆
渦
石
万
〆
塩
加
一
イ
・
や
C

と

よ
く
し
げ
り
ま
’
z
a
。

牛
馬
に
は
、
七
月
刈
つ
て
干
草
に
ノ
て

冬
の
飼
料
に
し
、
豚
に
は
甘
藷
ら
ソ
3
、

　尺
1
1
寸
の
所
に
三
t
四
粒
つ
つ
点
a
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
i

き

す
か

ば
、
六
、
ピ
月
ご
ろ
宵
刈
で
や

れ
ま
す
。
鶏
に
は
、
干
草
に
し
て
春
の

ひ
よ
こ
を
育
て
る

時
期
に
飼
料
に
五
％

加
え
て
や
り
ま
す
。

テ
オ
シ
ン
ト
‖
ル
＋
馬
を
飼
つ
て
い
る
人

は
必
ず
植
一
K
て
ト
さ
い
。
地
力
を
消
耗

す
る

の
で
、
う
ん
と
婚
肥
を
入
れ
る
こ

と
o

伯
巾
を
一
尺
に
し
て
条
ま
き
か
点
汗
き

と
ー
、
卿
狛
億
賄
肥
五
O
O
〆
、
硫
安

．
P
　
K
t
．
、
遍
石
五
〆
、
塩
加
二
〆
を
や
り

こ
す
。
反
当
千
〆
以
上
の
牧
川
が
あ
リ

エ
づ
。
穂
子
は
一
升
二
百
円
ぐ
ら
い
で

農
協
て
集
荷
し
ま
す
か
ら
、
秋
口
は
稲

子
を
と

り
ま
し
よ
う
。

新
し
く
植
え
る
入
は
改
F
普
及
員
に
申

込
ん
で
下
さ

い
。
鍬
O
反
当
り
1
i
g
g
e

え
ん
ば
く
‖
－
だ
”
え
ん
ば
く
”
の
抽

子
を
手
持
の
八
は
早
く
ま
い
て
下
さ
い

四
～
五
〇
〇
〆
は
と
れ
ま
市
。

一

町
で
覆
杜
　
町
有
の
種
牡
山
羊
が
き
ま

山
羊
購
入
し
た
。
写
真
が
そ
れ
で
、

神
奈
川
県
再
で
す
が
’
血
統
は
長
野
県

の
も
の
で
す
。
体
格
も
高
く
角
は
除
角

し
て
あ
り
中
性
ほ
出
ま
せ
ん
。
管
理
は

高
校
で
し
て
い
ま
す
。

名
ま
え
は

「
神
武
号
」
で
娯
気
の
よ
い

名
で
す
。
そ
れ
に
な
ん
と
ヨ
カ
ニ
セ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
飼
育
者
力
方
は
御

利
用
下
さ
い
’

麟
繍

’

　
＃

共
済
組
合
の
お
知
ら
せ

　
大
根
占
町
農
業
共
済
組
合
便
り

一、
組
A
ト
の
噴
驚
機
、
撤
粉
器
を
持
つ

　
て
い
る
方
は
使
用
料
を
添
ヌ
て
、
四

　
月
十
五
日
ま
で
に
か
な
ら
ず
組
合
に

持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

　
年
度
末
会
計
尻
脅
や
聯
備
の
都
合
上

　
な
る
べ
く
早
ぐ
お
願
い
い
た
し
ま
す

li、
過
年
度
分
の
水
陣
か
、
む
ぎ
共
済

　
掛
冷
末
納
の
力
ば
手
急
掛
金
を
納
め

C
下
さ
い
。

こ

れ

か
ら
の
お
天
氣

川
月
中
旬
は
割
に
天
気
が
よ
く
、
気
温

も
高
い
。
後
半
ば
時
々
雨
が
あ
り
、
気

温
も
や
＼
低
く
な
の
ま
す
。

下
旬
は
天
気
の
変
化
が
多
く
、
雨
の
日

も
多
い
。
気
温
は
∨
年
並
か
や
、
低
く

川
間
部
で
は
翔
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す

雨
顕
も
や
S
名
い
で
し
よ
う
。

冗
月
の
前
半
は
割
に
天
気
が
よ
い
が
、

月

の
後
半
は
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
に
な
る

見
込
み
。
気
温
白
γ
年
訪
だ
が
、
上
旬

と
ド
旬
固
多
少
低
目
。
中
旬
は
や
A
高

い
で
し

よ
う
。

旧
川
は
g
年
並
め
見
込
み
で
す
。
今
年

凶
梅
山
は
例
年
よ
り
早
く
五
月
末
か

ら

梅
肉
に
な
る
見
込
て
、
雨
量
も
平
年

凶
1
、
と
く
に
六
月
末
か
ら
七
月
に
か

け
て
豪
山
F
庁
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
梅

！
は
早
く
朗
け
て
七
、
八
月
は
晴
れ
た

暑
い
日
が
多
く
、
気
温
は
半
年
よ
り
や

S
高
く
な
る
が
八
月
末
か
ら
秋
ら
し
く

な
り
残
暑
は
な
し
。
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